
スミカフレックス ４００ＨＱ 

タイプ： エチレン－酢酸ビニル共重合樹脂エマルジョン 

 
特 色： 

 
ｽﾐｶﾌﾚｯｸｽ 400HQ は、ｽﾐｶﾌﾚｯｸｽｼﾘｰｽﾞ(ｴﾁﾚﾝ－酢酸ﾋﾞﾆﾙ共重合樹脂ｴﾏﾙ

ｼﾞｮﾝ)の代表ｸﾞﾚｰﾄﾞであり広く多くの用途に使用されます。 
特色としては、接着性、耐ｸﾘｰﾌﾟ性、耐水・耐ｱﾙｶﾘ性、ﾓﾙﾀﾙ混和性に

優れます。 

 
主用途： 

 
接着剤全般 
土木、建築 
紙器紙工 
塗料 

 
 

代表物性： 
 

 外観   乳白色 

 不揮発分 （％）  ５５±１ 

 粘度 （ｍＰａ・ｓ）  １１００～１６００ 

 ＰＨ   ４～７ 

 平均粒子径 （μｍ）  ０．７ 

 密度 （ｇ／ｃｍ３）  １．０７ 

 ＭＦＴ （℃）  ０ 

 粒子荷電   ノニオン 

 機械安定性   良好 

 Ｔｇ （℃）  ０ 

 引張強度 （ＭＰａ）  １２．７ 

 引張伸び （％）  ５５０ 

     

     



＜技術資料：スミカフレックス ４００HQ＞ 
 

１．グレードの位置付け 

スミカフレックス ４００HQ シリーズの基本グレード 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S-400HQ S-450HQ S-455HQS-460HQ 

S-401HQ

S-201HQ

S-305HQS-470HQ

S-465HQ

S-467HQ 

S-7400HQ 

S-410HQ S-456HQRP-100S 

S-478HQ S-355HQ

S-408HQE 

【高粘度】 【高分子量】 【高濃度】 

【高分子量】

【高Ｔｇ】 

【官能基変性】 
【凝集力アップ】 

【粘性改良】

【高濃度】 【高濃度】 

【高濃度】 

 

【官能基変性】 

【低Ｔｇ】 

【粉体化】 【低Ｔｇ】 

【耐水性改良】

【小粒子化】 

【低Ｔｇ】 



２．エマルジョン物性 

  Ｓ－４００ＨＱ 

外観  乳白色 

不揮発分 （％） ５５±１ 

粘度 （mPa・s） １１００～１６００ 

ＰＨ  ４～７ 

平均粒子径 （μm） ０．７ 

密度 （g／cm3） １．０７ 

ＭＦＴ （℃） ０ 

粒子荷電  ノニオン 

機械安定性  良好 

Ｔg （℃） ０ 

 

 

３．フィルム物性 

（１）フィルム強伸度 

項    目 Ｓ－４００ＨＱ 

伸度   （％） ５５０ 
常 態 

抗張力  （MPa） １２．７ 

伸度   （％） ６００ 

強

伸

度 耐 水 
抗張力  （MPa） ３．３ 

 
   測定条件 

    フィルム厚み  ： 約０．１５ｍｍ（23℃×65%ＲＨ、7 日間乾燥し成膜） 

    フィルム形状  ： ダンベル３号 

    常 態     ： ２３℃×６５％ＲＨ ７日間乾燥後そのまま測定 

    耐 水     ： 水浸漬２４時間（２３℃） 濡れたまま測定 

    引張強度    ： ５００ｍｍ／min 

 

（２）フィルム水滴試験 

 Ｓ－４００ＨＱ 

白化するまでの時間（分） ２ 

 
スライドガラス板上に、約 0.15ｍｍ厚のフィルムを作成(23℃×65%RH にて乾

燥)、新聞紙上の８ポイント活字の漢字の上に乗せ、皮膜上に水滴を一滴落とし、そ

の活字が読めなくなるまでの時間を測定。 

 

 



（３）フィルムの耐水・耐アルカリ性 

 Ｓ－４００HQ 

溶出率（％） ５ 
耐 水 性 

吸水率（％） １６ 

溶出率（％） ９ 
耐アルカリ性 

吸水率（％） ２０ 

 
フィルム厚み  ： 約０．１５mm（23℃×65%RH、7 日間乾燥し成膜） 

耐 水 性   ： 水浸漬 ４日間（23℃） 

耐アルカリ性  ： １Ｎ ＮａＯＨ水溶液浸漬 ４日間（23℃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．応用例 

（１）土木・建築用途への応用 

①モルタル接着増強剤としての応用（塗布型工法への応用） 

 Ｓ－４００ＨＱ 
ブランク 

（ﾌﾟﾗｲﾏｰ無し） 

常態強度＊１ ２．６（Ａ～Ｂ） ０．４（Ｄ） 付着力 

（MPa）
耐水強度＊２ ２．０（Ａ～Ｂ） ０．９（Ｃ～Ｄ） 

        ＊１：気乾 4week  ＊２：気乾 2week→水中 2week 

   評価条件 

     モルタル基板 ：ＩＳＯ対応品（７×７×２ｃｍ） 

     塗付けモルタル： 

      配合･･･セメント／ケイ砂５号／ケイ砂７号＝５００／５００／５００ｇ 

          Ｗ／Ｃ＝５３％ 

      物性･･･フロー値＝１６７ｃｍ  単位容積質量＝２．１３ 

    ＜基材調整方法＞ 

モルタル基板を研磨処理・清掃後、不揮発分１５％に調整したエマルジョン

をモルタル基板面に１５０ｇ／ｍ２で均一に塗布し一昼夜風乾する。 

    ＜モルタル打ち込み＞ 

     エマルジョンを塗布乾燥した基板に４×４×１ｃｍで枠取りし、モルタルを

塗りつける。 

    ＜養生＞ 

     打込み後、２日間湿空養生⇒気乾（２３℃×６５％）養生 

    ＜付着力の測定＞ 

     ＪＩＳ Ａ １１７１に準拠して測定 

       破壊状態 ―― Ａ：塗布モルタルの材破 

              Ｂ：基板界面側で塗布モルタルの材破が５０％＜ 

              Ｃ：基板界面で一部塗布モルタルの材破 

              Ｄ：基板界面 

 

 

 

 

 

 



②モルタル混和用途への応用（混和型工法への応用） 

Ｓ－４００ＨＱ 
 

Ｐ／Ｃ＝５％ Ｐ／Ｃ＝１０％ 

Ｗ／Ｃ （％） ７０ ６５ 

ﾓﾙﾀﾙ密度 （kg/L） １．９９ １．９６ 

空気量 （％） ７．７ ９．１ 

フロー値  １６８ １６１ 

曲げ強度 （MPa） ６．２ ６．８ 

圧縮強度 （MPa） ５３．０ ５２．０ 

付着強度 （MPa） １．５ Ａ １．６ Ａ 

吸水率 （％） ９．８ ７．２ 

透水量 （ｇ） ９．２ ５．１ 

長さ率変化 （％） ０．０８３ ０．０９０ 

     試験方法：ＪＩＳ Ａ ６２０３“ｾﾒﾝﾄ混和用ﾃﾞｨｽﾊﾟｰｼﾞｮﾝ”に準ずる 

     付着強度：破壊状態 ―― Ａ･･･基板材破壊 

 

（２）接着用途への応用 

 ①スミカフレックス ４００ＨＱと酢ビホモエマルジョンの接着性能比較 

 Ｓ－４００ＨＱ 酢ﾋﾞﾎﾓｴﾏﾙｼﾞｮﾝ 

ＰＶＣフィルム ◎ × 

ナイロンフィルム ◎ × 

ポリエステルフィルム ○ × 

ポリプロピレンフィルム ○ × 

ポリエチレンフィルム × × 

ＰＶＤＣフィルム ◎ × 

アルミ箔 ◎ ○ 

アルミ板 ○ △ 

セロファン ◎ × 

ポリウレタンフォーム ◎ × 

           ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝﾌｨﾙﾑはｺﾛﾅ処理面を接着 

           （ 優 ） ◎ ⇔ ○ ⇔ △ ⇔ ×（ 劣 ） 

 



②初期接着性 

 Ｓ－４００HQ 

セットタイム（秒） ２２ 

 
ライナー紙（坪量２００g/m2）に、エマルジョンをＷｅｔで３ｍｉｌ塗布し、直

ちに上質紙（坪量９０g/m2）を貼り合せ、即１８０°剥離を行い、紙破率１００％

の時間を測定する。 

 
③各種基材に対する接着性 

 Ｓ－４００HQ 

ＰＥＴ ０．７ 常態強度   

（Ｎ/25mm） ＯＰＰ ０．８ 

ＰＥＴ ０．２ 耐水強度   

（Ｎ/25mm） ＯＰＰ ０．８ 

 
布（綿ブロード＃４０）に１００ｇ／ｍ２で塗布し、各種基材と接着。 

23℃×65%RH にて、4 日間以上乾燥後、常態強度はそのままで、耐水強度は水に

24 時間浸漬後濡れたままで、引っ張り速度２００mm/min で１８０°剥離試験を

行った。 

 

④塩ビ合板接着性 

  Ｓ－４００HQ 

常態強度 （Ｎ/25mm） ４９ 

耐水強度 （Ｎ/25mm） １５ 

耐熱クリープ （mm/hr） ４０ 

 
 試験条件 

ＰＶＣシート ： 半硬質ダブリングシート  

合 板    ： ラワン合板 JAS１類１等３mm 厚 

接着剤配合  ： エマルジョン／トルエン＝１００／６ 

塗布量    ： Ｗｅｔ １３０ｇ／ｍ２ 

圧 締    ： ５０ｋｇ／３０ｃｍ×３０ｃｍ、２０時間（23℃×65%RH） 

養 生    ： 解圧後 6 日間（23℃×65%RH） 

常態強度   ： 25mm 幅カット後そのままで、速度 100mm／min、180°剥離 

耐水強度   ： 水浸漬 20 時間後濡れたまま、速度 100mm／min、180°剥離 

耐熱クリープ ： ６０℃、９０°角、５００g 静荷重にて、剥離距離を測定 

 

 

 



⑤布／布接着性 

  Ｓ－４００HQ 

常態強度 （Ｎ/25mm） ４３ 

耐水強度 （Ｎ/25mm）  ５ 

耐熱クリープ （mm/hr） １４ 

 
 試験条件 

布      ： 綿ブロード＃４０ 

塗 布    ： 不揮発分 40%希釈したエマルジョンを１００g/m2塗布し、 

         80℃×10 分間乾燥。その後エマルジョン原体を１００g/m2塗 

         布する。 

接 着    ： 塗布面同士を貼り合せて接着し、ゴムロールにて密着させる。 

圧 締    ： ２ｋｇ／１５ｃｍ×１５ｃｍ、２０時間（23℃×65%RH） 

養 生    ： 解圧後７日間（23℃×65%RH） 

常態強度   ： 25mm 幅カット後そのままで、速度 200mm／min、180°剥離 

耐水強度   ： 水浸漬 20 時間後濡れたまま、速度 200mm／min、180°剥離 

耐熱クリープ ： ８０℃、Ｔ字剥離、５００g 静荷重にて、剥離距離を測定 


